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静 岡地学第 74号 (1996)

平成8年度コロラド地学巡検 (その)

静岡県地学会コロラド州地学巡検国*

熊野善介料(日本サイド企画運営担当)

はじめに

コロラド地学巡検は遡ること 1993年、アイオワ大学の科学教育センターのジョン。夕、ンケイ

(Dr. John Dunkhase)からのお誘いから始まる O アメリカでは公立学校の教師は約 5年ごとに大学

院レベルの単位を約 8単位ほど獲得していかなければ教員免許状を更新できない場合が多い。従って、

多くの教師用プログラムが全米の大学で展開されている O ダンケイズ博士はコロラド鉱山大学から地

球化学の分野で博士号を獲得していることから、いままで、約 10年間コ口ラド丹、iを中心に大学院レベ

ルの野外巡検を科学教師を対象に行ってきた。インディアン文化にも大変造詣の深い博士は日本の理

科の先生方のプログラムを実施したいという願いがあった。

ドig.1:アメリカ全国 Fig.2 :コロラド州地図

; 8/6，8/7) 

BSCSについて;8/16) 
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約 2年前、アメリカで開催された国際学会で再会してから、必ず実行しようという合意のもとに、

静岡県地学会の皆様にご案内を差し上げることになった。 1995年は、あまり参加者がなかったが、今

年になりもう一度ご案内をしたところ、総勢 14人のコロラド州地学巡検団が結成できた。このことは

は静間県地学会が 30周年記念特別海外巡検として行ったオーストラリア地学巡検が、大好評であっ

たことに因している O すなわち、アメリカでのコ口ラド地学巡検への参加者の多くがオーストラリア

巡検にも参加した会員であったからだ。今回の巡検の違いは旅券の購入こそは旅行代理府を通したが、

基本的には夕、ンケイズ博士の手作り巡検であること、そして、宿泊地があまり移動することのない定

点型巡検であったこと、また、アイオワ大学の大学院の授業の一貫として行われたことだ。さらに、

BSCS (Biological Science Curriculum Study)への訪問などアメリカ側との打ち合わせはすべて、

熊野が担当させていただいた。

1 .コロラド州の山岳の紫外線量と天候

クレステドビュートは約 9.000フィート (2，743m)に位置し、また、われわれが巡検をおこなうの

は最高で 12，000フィート (3，658m)あたりまで歩き回った。このぐらいの高度になると紫外線量が

多く、短時間で日焼けが進むのである O そして、その後、皮膚癌になってしまうこともあるとされる O

従って、目と皮膚を守る充分な備えが必要であった。

コロラ問、1¥1の山岳地帯の夏の天候は、とても美しく変化しやすい。われわれの巡検は、だいたい朝

8 : 30分に出発だ。較はいつも快晴で強い日差しを受けた。しかし、朝は少々肌寒く華氏 40度(centi-

grate xニ [fahrenheit(y) 32J * 5/9となるので 4.4度ぐらい)でした。気温はかなり素早く上昇

し、昼までには 70Fから 80F (26.5度)近くまでになるが、湿度はとても低かった。午後からしだい

に曇り、強い風がふき雷が発生することがあるとのことでしたが、今回の期間は殆ど運良く晴れが続

いた。(もし天候が崩れた場合、気温が急に低下するので、このような気候の変化に対応できる衣類の

をしていった。たとえば、ウールや綿でできた長袖の作業着、トレ…ナー、ウールのセーター、

それから雨具を用意した。)

2.宿泊場所

わたしたちが宿泊したのは、クレステッドパット山の麓のティンパーライン(樹木隈界線)コンド

ミニアムでした。この宿泊所はとても快適で、第一に素晴らしい眺めがあり、暖炉と野外のホットタ

ブ(お風呂)があり、山々や星を眺めながら時を過ごすことができた。ただ¥ホットタブには海水着

で入浴しなければならなかった。

3.休息日の活動

クレステドパット地域は野外活動のメッカであった。まず、ます釣りができた。 3つの巨大な野外

活動の拠点があり、その一つがマウンテンバイクである O また、いかだ下りやカーボーイたちの生活

も体験可能であった。我々はいかだ下りを楽しんだ。
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4. 日程の概略

我々が取った行程の概略は以下の表のとおりである O

持耀I=l(8/4) 月曜日 (8/5) 火曜日 (8/6) 水曜日 (8/7) 木曜持 (8/8) 金曜日 (8/9) ゴ二曜日 (8/10)

テφンハい博物館 野外われンへの プ'レカン7~ 1)7代の Leadvi lle と 鉱床を中心とし ゴムボートでの

テ・ン)¥".-到着 rコタの豚背丘 誘い 基盤岩とお灰渓 Mill付近の巡検 た地球化学的採 j美谷下り

ホテルへ移動 恐竜の足跡 オザ:r.ンテサョンと科 谷と 18fJッキー と環境保護鳥に 索 {休息日)

クレステッドピ rトヘ 学活動の本質 山脈 よる自然保護地

移動 ヱルクトン鉱山跡地 トウィン湖と現;在 域の訪関

のロッキー ~Ij脈

日曜日 (8/11) 月曜日 (8/12) 火曜日 (8/13) 水曜日 (8/14) 木曜日 (8/l5) 金曜日 (8/16) 土曜員 (8/17)

ブラックキャニ ロッキー山脈生物学 大理石の採石所 デンハや】まで メンバーの婦関 メンバーの帰国 メンバーの帰国

オン(j(ニスン) 実験所と山間託研 と接触変性作用 (Part one) (Part. t.wo) (Part Tllree) 

究 BSCS訪問

5. コースの課題と評錨のなされかた

前述したとおり、今回コロラド巡検はアイオワ大学の大学院プログラムに“地球科学野外コース

(1210)"として正式に登録されており、学期の終了時に大学院の単位が出される O 従って、コースの

課題が以下の通り明確化されている O

鐘 今回の巡検で観察する岩石@鉱物・写真など地球環境を代表する物質を集めなさい。そして

学校の授業で使用できるように整理しなさい。皆さんにコレクションボックス (WardsScientific 

社製)をお渡しします。この箱のこの中に各自サンプルをまとめなさい。

構 巡検中、講義から、そして参加者同士から得られた内容をできるだけノート(ジャ一ナノレとも呼

びます)にまとめなさい。

5-1.評価のされ方

巡検の最後の日(8月比日の輯)に“インタビューテスト"が行われた。この“インタピューテスト"

において、参加者の一人一人がこの 11210地球科学野外コースjで収集したものについ

そして、それらのサンプルがこの巡検中に学んだことがらとどのように関係しているかについ

応答があった。一人一人かなり緊張したが、全員合格できた。
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Fig.3 :コロラド持iの地質艶酷国(ダンケイズ博士より)
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6. 日々の報告(概説)

日程の報告は団員によって次号から 2由連続で連載されるとともに、 11月の年会で団員から報告が

なされることになっている O 本稿ではオーストラリア地学巡検報告にならって概説を行う O

1996年 8月4日(器): 13 : 00 成田国際空港第一旅客ターミナルチェックインカウンタ~F に集合、挨

拶、点、呼、注意事項の説明後機内へo NW  006使、 16: 00成田発-13: 30シカゴ着、シカゴで入国手

続きを済ませ、ここからデンバーまで国内線となる o N W  174、NW1219と乗り継いで、 20: 07デン

ノてーに到若(時莞はマイナス 15時間)。飛行場でダンケイズ博士@ケンドル先生(ダンケイズ博士か

らコロラドでのフィールド地質学を昨年受講し今年は助手をしている現職の理科の先生でネプラスカ

大学の大学院にも籍がある方トキャシー(ダンケイズ博士の娘で日本語の勉強もしている中学 1

が出迎えてくれた。 に済ませデンバー市の西側のホテルへと向かった。宿泊ホテル:

La Quinta Inns， 3301 Youngfield Service Road， Golden， Colorado 80401， Tel 3D3-279 ・附5565， Fax; 

303-279欄 5841.

8月5毘(月):7 : 30集合。デンバー自然史博物館の訪問。自然史博物館は予想通り規模が大きく、ちょ

うど PrehistoricJ ourney (有史以前の旅)という地質学の特別展が行われていた O われわれは時間が

無いのでここだけ見学した。なお、今村@長谷川。熊野は 8月 16日も訪れ、全体をゆっくり堪能した。

博物館の中で昼食。この後、クレステッド@ビュードに向かう O 途中デンバーの子、[¥1庁から南西 16マイ

ルのところの豚背丘(ホッグパック)と呼ばれる地域からレッドロック公圏一帯を散策したが、実は、

西側の先カンブリア時代のヘンマ岩や片岩と中生代の岩石が不整合で接しているところで、

のため西に行くにつれて傾斜角が次第に大きくなっているのが手に取るようにわかった。この中の

ジュラ紀の地躍の中から多くの恐竜の化石(ブロントザウルスなど)が発見されてきたことで、世界

的に有名である(写真い 2:今村氏撮影)。その他、多くの化石や地質現象に脅かされながらクレス

エド@ビュートに向かった。途中岩石ショップに立ち寄る O ガニソン市のメキシコレストランでタ

デブ婦人との出会い。街泊:The High Country Resort Timberline Condominiums， 400 Box 

5013. Mt. Crested Butte. Colorado 81225 

8月6日(列:8 : 30集合。コンチネンタル朝食が各部屋に準備されていた。緑茶やインスタント味噌

汁、果物なども用意されていた。ダンケイズ博士の部屋で科学本質@地質学の本質について活動を交

えて学習。理論負荷性 (TheoryDri ven)について学ぶ。エノレクトン廃坑で、クレステエド φ ゼュー

ト付近の基本的な地質について学ぶ。熱水鉱床の生成過程などの観察を重ねながら確認していく O デ

ブ婦人ハンドメイドの昼食。石炭の成閣について考察した。昨日観察したそりソン層にガニソン市で

また出会う O 午後6時 30分に宿に戻り、ダンケイズ博士の部屋で夕食。 EPA (Environlnental Protec“ 

tion Agency ;環境保護局)作製のどデオを鑑賞。兼高敏光先生に訳していただいたので、大変理解が

深まった。野外風呂に入浴。

8月7日同:コンチネンタル朝食の後 8: 00 

である EastIミiver沿いの露頭の観察、

O クレステエド@ビュート市とガニソン市の中間点

を作る練習、先カンブリア時代の地層との出合い。

これと、不整合に合っている、砂漠で形成されたとされるジュラ紀のエントラー夕、層との出合い。ダ

ンケイズ博士からの面白い質問となぞ、解き O セメント渓谷でのカンブリア紀やオルドピス紀やデボン
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紀の地層の発見と出合い。午後 8時 30分に宿に戻り、ダンケイズ博士の部屋で夕食。

8月 8自体):コンチネンタル朝食の後 7: 30集合。 Cuttonwood峠(12，126feet)、太平洋と大西洋の

分水嶺を通過して、 Leadville市の博物館@鉱山@工場の観察。見学をした。 HopeMore MineとBlack

Cloud Millでの見学と採集。基本的に環境問題さえ乗り越えれば、今後も鉱山の開発は可能であり、

まだまだ新しい鉱脈は発見できることも理解できた。会社の方から説明がなされ、ここで処理された

もの(硫化鉛)が日本で処理されることがわかったが、具体的にどの会社が行っているかは不明のま

まである O 会社から各自ピデオを頂いた。この日だけ雨が降った。

8月号日後7:コンチネンタル朝食の後 7: 30 集合。熱水鉱床に関わる巡検ノ\~ート 20 ここでは、 Gun

sight廃坑など(比較的クレステエド@ビュート市に近い)を訪問しながら、鉱物@鉱石の採集と昨日

の復習を重ねる O 特に工場の工程について詳しい説明があった。午後は銀を含む鉱石や水品もかなり

採集できた。その後、アーウィン湖の辺でデピ婦人のバーベキューの夕食が待っていた。この日あた

りから、今村@長谷川@穐本を中心に夜の星の観測が始まる O その後、観測は毎晩続いた。流星もか

なり飛んだ、模様。風呂に入りながら流星を楽しんだ先生多数。

8月 10日住): 

みを打つ。

8 

ある WestElk Breccia 

もしろい地形 (pinacles)

に移動し、 17億から

みられ、節理の方向、

この中には大き

方が好きだといっていた 0

8月 12日(月):コンチネンタ

シック山の麓にあるロツ:.>--

から

た。同じ種が日

Evans (ユタヲi、!立大学)

sp.)の研究につい

レ一杯)から

てッチの涙

8月 13詰(大):コンチネンタ

るO

も

ち寄り、

ガニソン市でもっともおいしいレストラン

8 : 00 o ，ト[¥[道 50号を西へ進み、

、W
<-

ることができた。その後、ブラック

321ny.の火砕流で、

jこ乗っているお

(Black Canyon) 

リア時代の地層の観察を行った。ここ

O ンケイ

しているとのこと

も

タイトやクォーツァイトもみられ、

は、グラウンドキャニオンよりこちらの

;クレステエド@ピュート市の北側のゴ

Dr. Rosemary Slnith (ネプラスカ西州立

(Carrion .1.J '-"'--....H~ù を見ながら憾説宇部い

に、 Dr.John 

(Leptothorax 

(カリフォルニアチ[¥[立大学パーク

とし 1'-0 

O マーベノレから

こと された。

いるとのこと O こ

した。ここでは、いま
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焼くキルンが残っていた。この付近はマル…ン層という石炭紀から一

地庸であった。

8月14日体):コンチネンタル朝食の後 8: 00集合。郵便でサンプルを発送。同時に 2'"'-'3人のグルー

プごとに面接試験。面接試験には各自が作製したサンプル箱を持参した。ダンケイズ博士から質問が

あり、熊野が通訳しながら試験が滞りなく進められた。全員合格の発表がなされた。ダンケイズ博士

にかかる赤い色で特徴的な

と クレステッド@ビュート市の入

もそれぞれ個性的なまとめをしてくれたので、楽しまれた様子であった。ダンケイ

午前日:00クレステッド@ビュート

を後にする O 熊野@ は飛行場まで送ってもらい、レンタカーを 2 りる O 宿泊:コロラド市スー

ノ'¥'-8モーテノレ。

8月15自体J:5時起床。 5人の帰国(NW560デンバーミネアポリス.7 : 35-10 : 22、NW130-

NW005ミネアポリス(12: 00) シカゴ (13: 20-14 : 10)一成

伊藤彰彦@竹中倭夫@穐本貴通)荷物が多いので熊野@兼高 2名が 2

EXPLANATION 

Bo 80ulder 

De Denver 

Gu Gunni son 

Du Durongo 

o 50 

一一一一一一J
MILES 

N 

MOUNTAINS 

7 

ドig.4::コ日う判明の鉱山位置図(ダンケイ
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た9人が 2台の車で、コロラドスプリングにある BSCS(Biological Science Curriculum を

訪問した。ここでは、パフ、リックリレーション@マネージャーのキャサリン@モンソン (CathrineIVI. 

Monson)さんから BSCSの概略を伺った後、 BSCSの所長のマクイニイ博士からの講義で、 BSCSが

開発した教科書 r進化;生物と地球科学の探球 (Evolution:Inquiries Into Biology and Earth 

Science) Jの中の一単元からの授業事例を体験した。その後、「神々の庭公園 (Gardenof the Gods) J 

のピジディングセンターで昼食をとり、午後はミッシェルeダ…ガシイ博士(Dr.Michael Dougherty) 

から今年売り出される、 rBSCS生物:人間的アプローチjについて 1時間半ほど説明され、

例に参加した。とても有意義であった。

g月16日後1:5時起床。団員 5人の移動(加藤和男@坂田算浩@坂田尚子@兼高靖之@兼高敏光 a

o NW  560-NW  777デンバー (7: 35)ーミネアポワス(10: 22-12 : 00)ーラスベガス (13: 

20) 6名はラスベガスからグランドキャニオンにて向泊かし、それぞれ帰路に着いた。加藤和男@坂

@坂田尚子の 3名は 8月四日にラスベガスから N W4823 (9 : 50) にてサンフランシスコで

NW  27 (11: 18) に乗り換えて成田 (16: 45) (8/20) に帰国。兼高靖之@兼高敏光@高橋豊ら a

日にラスベガスから NW4823 (9 : 50)にてサンフランシスコで NW27 (11 : 18) 

(16 : 45) (8/22) に帰底。長谷川@今村@熊野はもう一度デンバー自然史博物舘

8月17日(土):5時起床。団員 3人の帰国と移動。長谷川靖@今村守孝は NW560 (7 : 35)にでデンバー

を発ち、ミネアポリスで NW19 (14 : 10)に乗り換えて成田 (17: 10) (8/18)に到着n 熊野はカナ夕、

のアルパーター州エドモント市で開保される第 8田科学技術教育国際大会に参加するため百カナ

と飛び、立った。

-35 



ミッ夕方、らレッド口ッタ合間付近 Iguanodontid

2.耳麗 1
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4. タレステッド@ピュ…

ト市の入口に
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3.クレステッド@ビュー

トのティンパーライン

カンドーとの別れ、ダ

ンケイズ博士の家族と

団員全員

5. BSCS研究所の前にて


